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ブデソニド(ブデソン⑧)の尋常性乾癖および

掌脈膿庖症に対する臨床効果と安全性
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２．方法

ｌ）試験薬剤および被験部位

0.05％ブデソン⑧軟膏またはクリームを１日２

～３回単純塗布した。典型的な皮疹を有する部位

を被験部位として選び，乾癖は潮紅，鱗屑，浸潤・

肥厚，掌踊膿庖症は膿庖，発赤，痩捧のそれぞれ

３項目のうち中等度以上の皮膚所見を少なくとも

１項目以上有するものとした。

２）外用期間

難治性の皮膚疾患であることを考慮し，少なく

とも４週間以上の外用を行った。

３）併用薬剤

皮疹に直接影響を及ぼすと考えられる薬剤の全

身投与は原則として行わないこととし，抗ヒスタ

ミン剤，ビタミン剤等の併用は可とした。また，

抗アレルギー剤については以前から併用していた

症例については可としたが，新規処方は不可とし

た。またＰUVA療法は原則として併用しないこ

ととした。

４）観察項目およびその期間

痩捧，潮紅，丘疹，浸潤・肥厚，腫脹，鱗屑お

よび膿庖について２週間毎にその程度を５段階

Ｉ緒ロ

スウェーデン・アストラドラコ社により開発

された，ｖｅｒｙstrong群に属する副腎皮質ホルモ

ン剤ブデソニド（ブデソン⑧）は，その構造上の

特徴から局所抗炎症作用と全身作用の分離が良好

であると報告されている')~3)。

今回われわれは，難治性皮膚疾患である尋常性

乾癖および掌腕膿庖症に対するブデソニドの臨床

効果と安全性について多施設検討を行ったので報

告する。

Ⅱ対象と方法

１．対象

Ｖｅｒｙstrong群に属する局所コルチコステロイ

ド剤の投与対象となる，尋常‘性乾癖および掌脈膿

庖症を対象とした。年齢，性別および患者区分に

ついては問わないこととしたが，幼小児および妊

婦は除外した。また担当医により投与が不適当と

判断される症例は除外した。
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